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新入学期は、通学に不慣れな子供たちの
交通事故が心配されます。

入学期の子どもの交通事故防止

三
島
俳
句
会

兼
題

兼
題
「
初
詣
」
「
枯
芒
」

当
季
雑
詠

二
日
早
や
も
と
の
暮
ら
し
に
戻
る
老

弘
明

序
ノ
口
に
凍
り
つ
き
た
る
箒
か
な

真
木

皺
の
手
を
見
せ
合
い
か
ざ
す
ど
ん
ど
の
火

一
好

お
汁
粉
を
小
鍋
に
わ
づ
か
年
祝
ふ

曲
水

雪
の
上
小
鳥
の
よ
う
に
舞
う
木
の
葉

妙
女

千厩長生会連合会主催の長

生講座は15日、朗読劇を開催。

NPO法人一関文化会議所理事

長の内田正好氏が史実を基に

創作した紙芝居「千厩川水門

物語」を披露。

観客の表情を見ながら間合

いをとり、臨場感豊かに物語

へと誘いこむ語りはプロ級。

20人の観衆を魅了しました。
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奥玉、清田、小梨地区において行わ
れているデマンド型乗合タクシーの試験
運行は、令和４年４月１日より本運行とな
ります。
本運行にあわせて、内容の一部を見直し
して運行いたします。

「まちづくり」の意義など再確認

《ドライバーの皆さんへ》
住宅地や学校の近くでは、速度を落とし、

十分に安全確認をして、子どもの飛び出し
やふらつきなどの危険を予測した運転を心
がけましょう。

千厩川水門物語

市役所地域振興課より

「デマンド型乗合タクシー」本運行へ

【見直し事項】
① 中高生を対象とした

「中人料金２００円」の導入
② 15時便および18時便の

当日予約の導入

千厩地域の生涯学習推進員の研修会を

16日、千厩市民センターで行いました。

講師の小野寺浩樹さん（いちのせき市民

活動センター長）から、まちづくりの意義と

生涯学習推進員の果たす役割などを分かり

やすく説明を受けました。

参加した推進員のみなさんは、普段の

「なやみ」などが解消したようでした。

多くの市民が利用する千厩体育館・千厩

市民センター両施設では17日、合同消防訓

練を実施しました。

今回は「通報」「伝達」に重点をおいて

訓練し、その後は施設内の消火設備機器の

確認をして、防火意識の向上に努めました。

《保護者や大人の皆さんへ》
通学路などの道路を子どもと一緒に歩き、

危険な場所を繰り返し教えましょう。

大人は身近なお手本です。
ご利用方法などの詳細は、全戸配布
のチラシをご覧ください。

【お問合せ】
奥玉エリア ㈲千厩タクシー ☎５３－２２２０
清田エリア ㈲磐井タクシー ☎５２－２２０５
小梨エリア ㈲西宗タクシー ☎５３－３１３１
市役所千厩支所地域振興課 ☎５３－３９０４

道路を渡るときは横断
歩道を利用させ、青信号
でも安全確認を忘れない
ように教えましょう。

長生会講座

「もしも」の時に備えて

体育館・市民センター合同消防訓練

～生涯学習推進員研修～


